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平成19年1月1日 

手鋏 
蟇股 

海老虹梁 

高欄 

廻縁 

「あけましておめでとう。 
　　今年の干支（えと）は亥（いのしし）です。」 
　亥は「勇気と冒険」無病息災の象徴とされています。 
　亥年生まれの校長先生と、平成７年亥年生まれのい
る豊田小学校５、６年生に「亥」の人文字を作ってもら
いました。 
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1
2007

年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
に
は
、
新
た
な
夢
と
希
望
を

胸
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

　
赤
磐
市
で
は
、
昨
年
を
合
併
元
年
と
位
置
づ
け

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

四
月
に
は
、
合
併
一
周
年
を
記
念
し
て
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
ど
自
慢
」
を
、
ま
た
「
地
域
に
エ
ー
ル
！
い
き

い
き
赤
磐
」
で
は
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
語
ろ
う
赤

磐
の
未
来
」
な
ど
市
内
各
所
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
八
月
に
は
「
花
火
大
会
」
十

月
に
は
「
ふ
る
さ
と
祭
り
」
を
合
併
後
初
め
て
開
催

し
、
市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
図
る
政
策
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
　 

　
一
方
で
、
市
民
の
声
を
聴
く
公
聴
事
業
「
巡
回
市

長
対
話
室
」
「
市
長
室
で
い
き
い
き
ト
ー
キ
ン
グ
」

を
行
い
市
民
の
皆
様
と
話
し
合
う
機
会
を
得
て
ま
い

り
ま
し
た
。
ご
参
加
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
市
民
の

皆
様
に
は
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
責
任
の
重
さ
を
一
層
強
く
感

じ
て
お
り
ま
す
。 

　
本
年
は
、
赤
磐
市
が
さ
ら
な
る
飛
躍
を
遂
げ
る
べ

赤
磐
市
長 

　
荒
嶋
龍
一 

竜天天文台公園からの初日の出 
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き
重
要
な
年
と
考
え
て
い
ま
す
。
昨
年
策
定
し
た
十

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
「
赤
磐
市
総
合
計
画
」

を
実
行
に
移
し
つ
つ
、
地
域
ご
と
の
特
性
を
生
か
し

な
が
ら
「
市
民
の
参
画
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ

つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   

年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
春

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
ま
た
、
日
ご
ろ
か
ら
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

　
現
在
の
社
会
情
勢
は
国
際
化
、
情
報
化
、
少
子

高
齢
化
が
進
展
す
る
中
、
わ
が
国
の
財
政
状
況
は

依
然
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
、
本
市
を
取
り
巻
く

環
境
も
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。 

　
地
方
分
権
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
行
財
政
改
革

の
推
進
と
議
会
の
活
性
化
に
取
り
組
み
、
未
来
に
夢

と
希
望
が
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。 

　
私
た
ち
議
員
も
、
市
民
の
皆
様
の
代
表
と
し
て
議

会
が
果
た
す
べ
き
責
任
と
役
割
を
強
く
認
識
す
る
と

と
も
に
、
効
率
的
・
効
果
的
な
市
政
運
営
が
図
ら
れ

る
よ
う
、
市
政
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
よ
り
一

層
果
た
し
、
新
市
建
設
計
画
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
人

“い
き
い
き
”
ま
ち
“き
ら
り
”
」
に
ふ
さ
わ
し
い
赤

磐
市
の
建
設
に
向
け
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
全
力

で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
本
年
も
市
議
会
に
対
し
、
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新

年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 

赤
磐
市
議
会
議
長 

　
山
田
秀
士 



働
く
こ
と
の
大
切
さ
実
感 

　
　
〜
中
学
校
職
場
体
験
活
動
を
終
え
て
〜 

中 
学
校
二
年
生
を
対
象
と
し

た
職
場
体
験
活
動
（
岡
山

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ワ
ー
ク
14
）
を
、

桜
が
丘
・
赤
坂
中
学
校
が
九
月
六

日
か
ら
、
高
陽
・
磐
梨
中
学
校
が

九
月
十
三
日
か
ら
、
吉
井
中
学
校

が
十
一
月
十
五
日
か
ら
の
三
日
間
、

市
内
を
中
心
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
所
で
実
施
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
職
場
体
験
活
動
を
終
え
て
、

生
徒
が
感
じ
た
こ
と
、
学
ん
だ
こ

と
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。 

　

「
優
し
く
仕
事
の
や
り
方
を
教

え
て
く
だ
さ
り
、
そ
し
て
た
く
さ

ん
の
仕
事
を
任
せ
て
く
だ
さ
っ
た

り
し
て
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

普
段
し
な
い
こ
と
を
す
る
と
、
と

て
も
疲
れ
た
け
ど
、
ま
た
仕
事
を

し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
も
大

切
な
の
は
、
そ
の
仕
事
に
や
り
が

い
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
点
だ

と
感
じ
ま
し
た
。
職
場
体
験
で
が

ん
ば
っ
た
の
と
同
じ
よ
う
に
、
こ

れ
か
ら
勉
強
も
が
ん
ば
っ
て
や
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
今

勉
強
を
が
ん
ば
る
こ
と
が
将
来
な

り
た
い
職
業
に
就
い
て
、
や
り
が

い
を
持
っ
て
仕
事
を
し
て
い
く
こ

と
に
つ
な
が
る
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。
」 

    

　

「
僕
は
、
こ
の
職
場
体
験
で
、

一
つ
の
こ
と
に
一
生
懸
命
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。
僕

は
、
何
事
に
も
一
生
懸
命
に
取
り

組
め
る
人
間
に
な
り
た
い
で
す
。

で
も
好
き
な
こ
と
に
は
一
生
懸
命

に
な
れ
る
の
で
す
が
、
嫌
い
な
こ

と
に
は
熱
心
に
は
取
り
組
め
ま
せ

ん
。
自
分
に
甘
い
と
こ
ろ
が
あ
る

の
で
、
嫌
い
な
こ
と
に
も
苦
手
な

こ
と
に
も
、
熱
心
に
取
り
組
ん
で

い
き
、
今
の
自
分
に
厳
し
い
と
こ

ろ
も
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
」 

生花店で職業体験をした 
江田 舞子さん（吉井中学校） 

JR和気駅で職業体験をした 
今井 利樹さん（磐梨中学校） 

4広報あかいわ（平成19年1月号） 



運
動
の
楽
し
さ 

大
切
さ
を
学
び
ま
し
た 

　
　
　
親
子
い
き
い
き
！
元
気
ア
ッ
プ 

　
　
　
　
　
　
　
親
子
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！ 

校
・
家
庭
・
地
域
で
の
子

ど
も
の
体
力
向
上
や
望
ま

し
い
生
活
習
慣
の
形
成
を
目
指
す

こ
と
を
目
的
に
、
十
一
月
十
六
日

（
木
）
に
は
全
国
幼
稚
園
ウ
ィ
ー

ク
in
赤
磐
の
一
環
と
し
て
、
市
内

全
幼
稚
園
児
を
対
象
に
、
十
二
月

七
日
（
木
）
に
は
山
陽
北
小
学
校

の
一
・
二
年
生
を
対
象
に
元
気
ア

ッ
プ
親
子
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。
　 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
保
護
者
と
子

ど
も
が
一
緒
に
参
加
し
活
動
す
る

も
の
で
す
が
、
前
半
の
保
護
者
対

象
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
現
代
の
子
ど

も
の
心
と
体
に
起
こ
っ
て
い
る
異

変
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
問
題
に

気
付
き
、
大
人
は
何
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
か
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
間
子
ど
も
た
ち
は
、
長
縄
や

キ
ン
ボ
ー
ル
な
ど
を
使
っ
た
運
動

遊
び
を
行
い
ま
し
た
。 

　
後
半
は
、
岡
山
県
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
協
会
の
皆
さ
ん
の
指
導
で
、

親
子
で
一
緒
に
ダ
ン
ス
エ
ク
サ
サ

イ
ズ
を
行
っ
た
り
、
音
楽
に
あ
わ

せ
て
手
と
足
を
動
か
し
た
り
、
片

足
で
立
っ
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
た

り
す
る
運
動
な
ど
家
庭
で
も
で
き

る
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
教
わ
り
ま

し
た
。
保
護
者
の
皆
さ
ん
も
楽
し

ん
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、
日

ご
ろ
の
運
動
不
足
も
あ
っ
て
か
少
々

バ
テ
気
味
。
で
も
子
ど
も
た
ち
は

お
う
ち
の
人
と
一
緒
に
色
々
な
活

動
が
で
き
、
と
て
も
う
れ
し
そ
う

な
表
情
で
、
楽
し
く
体
を
動
か
し

て
い
ま
し
た
。 

　
親
子
で
体
を
動
か
し
て
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
時
間

に
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
活
用
し
た「
Ｔ

Ｏ
Ｕ
Ｃ
Ｈ
！
」
と
い
う
冊
子
に
は

次
の
よ
う
な
親
子
で
で
き
る
元
気

ア
ッ
プ
七
カ
条
が
紹
介
さ
れ
て
い

ま
す
。 

①
親
子
で
か
ら
だ
を
動
か
そ
う 

②
休
み
の
日
に
は
外
で 

　
一
緒
に
遊
ぼ
う 

③
朝
ご
は
ん
を
食
べ
よ
う 

④
楽
し
い
食
卓
を
演
出
し
よ
う 

⑤
テ
レ
ビ
を
見
る 

　
時
間
を
決
め
よ
う 

⑥
夜
型
生
活
か
ら
抜
け
出
そ
う 

⑦
一
日
一
回
家
族
で 

　
対
話
を
し
よ
う 

学 

▲いろいろな園のお友達と遊びました 

▲保護者対象セミナー 

▲キンボールを使って鬼ごっこ 
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十
一
月
十
九
日
（
日
）
、
赤
坂

フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園
で
紀
伊
半
島
沖

を
震
源
域
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
八
・
六
の
地
震
が
発
生
し
、
市

内
で
も
震
度
五
強
の
揺
れ
を
観
測

し
た
と
い
う
想
定
で
さ
ま
ざ
ま
な

訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
、
市
、
消
防
、
警
察
、

住
民
、
電
力
会
社
な
ど
関
係
者
約

六
百
人
が
参
加
。
負
傷
者
救
出
、

被
災
者
の
避
難
誘
導
の
手
順
や
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
作
業
な
ど
の

連
携
体
制
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　
参
加
し
た
皆
さ
ん
は
、
雨
の
中

一
丸
と
な
っ
て
本
番
さ
な
が
ら
に

熱
の
こ
も
っ
た
訓
練
を
繰
り
広
げ

て
い
ま
し
た
。 

▼緊迫した
様子の実施

本部 

▼緊迫した
様子の実施

本部 

t
事
故
車
輌
か
ら
の
救
助
訓
練 

t
赤
坂
中
学
校
の
生
徒
も
参
加 

s
約
六
百
食
の
非
常
食
炊
き
出
し
訓
練 

▲日赤救護班による 　応急救護訓練 



農
業
委
員
会
委
員 

　
　
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
載
申
請 

赤
坂
中
学
校
体
育
館
が 

　
　
「
要
注
意
建
物
」
に
指
定 

nformation
赤
磐
市
健
康
増
進
計
画（
素
案
） 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト（
意
見
募
集
） 

　
市
で
は
、
す
べ
て
の
市
民
が

健
や
か
で
心
豊
か
に
生
活
で
き

る
活
力
あ
る
社
会
と
す
る
た
め
、

健
康
寿
命
の
延
伸
お
よ
び
生
活

の
質
の
向
上
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
「
赤
磐
市
健
康
増

進
計
画
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
に
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）

を
実
施
し
ま
す
。 

 【
市
健
康
増
進
計
画
と
は
】 

　
健
康
増
進
法
第
八
条
の
規
定

に
よ
り
作
成
す
る
も
の
で
、
市

民
の
役
割
を
従
来
の
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
受
け
手
か
ら
健
康
づ
く

り
の
主
役
と
し
、
「
市
民
主
体

の
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組
む

た
め
の
計
画
で
す
。 

【
意
見
提
出
対
象
者
】 

¡
市
内
に
在
住･

在
勤･

在
学
の

　
人 

¡
市
内
に
事
務
所
ま
た
は
事
業

　
所
を
有
す
る
個
人
、
法
人
そ

　
の
他
の
団
体 

【
計
画
の
閲
覧
方
法
】 

①
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

②
窓
口
で
の
閲
覧 

　
市
保
健
福
祉
課
健
康
指
導
係

（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
内
） 

　
各
支
所
健
康
福
祉
課 

【
提
出
先
】 

　
〒
７
０
９
―
０
８
９
８ 

　

（
住
所
不
要
） 

　

「
市
役
所
保
健
福
祉
課
健
康

　
指
導
係
」
　 

　
6
０
８
６（
９
５
５
）１
９
１
８ 

【
意
見
の
募
集
期
間
】 

　
十
二
月
二
十
六
日
（
火
）
〜

　
一
月
十
五
日
（
月
）
ま
で 

【
意
見
の
提
出
方
法
】 

　
指
定
の
意
見
提
出
用
紙
に
住

所
・
氏
名
・
連
絡
先
と
本
件
へ

の
ご
意
見
を
記
入
の
上
、
郵
送
、

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
ご
持
参
い
ず
れ
か
の
方
法

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
電
話
に
よ
る
ご
意
見
の
提
出

　
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。
あ
ら

　
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
提
出
し
て
い
た
だ
い
た
ご
意

　
見
は
、
住
所
・
氏
名
・
連
絡

　
先
を
除
き
、
す
べ
て
公
開
さ

　
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

　
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

　
了
承
く
だ
さ
い
。 

  　
一
月
一
日
現
在
で
選
挙
人

名
簿
を
調
製
す
る
た
め
、
該

当
の
人
は
必
ず
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。 

　
な
お
、
選
挙
人
名
簿
の
登

載
要
件
は
、
次
の
①
〜
③
の

す
べ
て
に
該
当
す
る
人
で
す
。 

①
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、

　
赤
磐
市
に
住
所
が
あ
る
人
。 

②
満
二
十
歳
以
上
で
あ
る
人
（
昭

　
和
六
十
二
年
四
月
一
日
以  

　
前
に
生
ま
れ
た
人
） 

③
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現

　
在
で
十
ア
ー
ル
以
上
の
農

　
地
を
耕
作
す
る
農
業
経
営
者
、

　
お
よ
び
そ
の
者
と
同
居
の

　
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶
者

　
で
年
間
六
十
日
以
上
耕
作

　
に
従
事
し
て
い
る
人 

 【
申
請
方
法
】 

　
昨
年
申
請
の
あ
っ
た
人
は

登
載
申
請
書
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

　
該
当
す
る
人
で
登
載
申
請

書
が
届
い
て
い
な
い
人
は
、

農
業
委
員
会
事
務
局
ま
た
は

各
支
所
に
登
載
申
請
用
紙
が

あ
り
ま
す
の
で
記
入
し
、
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書

の
締
め
切
り
は
一
月
十
日（
水
）

で
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
先
】 

¡
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　

　
1
０
８
６（
９
５
５
）６
１
７
４ 

¡
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課
　

　
1
０
８
６（
９
５
７
）４
８
２
４ 

¡
熊
山
支
所
産
業
建
設
課
　

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
２
１
７ 

¡
吉
井
支
所
産
業
建
設
課
　

　
1
０
８
６（
９
５
４
）１
３
１
９ 

  　
赤
坂
中
学
校
体
育
館
は
先

に
実
施
し
た
耐
震
診
断
で
、

耐
震
性
能
が
不
足
し
て
い
る

と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
結
果
を
受
け
て
、
赤

磐
市
教
育
委
員
会
で
は
生
徒

の
安
全
を
考
慮
し
、
赤
坂
中

学
校
体
育
館
を
十
一
月
十
四

日
付
け
で
「
要
注
意
建
物
」

に
指
定
し
、
次
の
と
お
り
使

用
を
制
限
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 
　 

◎
使
用
の
禁
止
と
避
難
場
所

　
の
指
定
解
除
（
赤
坂
中
学

　
校
の
他
の
施
設
は
除
き
ま

　
す
） 

　
赤
坂
地
域
の
皆
さ
ん
は
、

災
害
な
ど
の
発
生
の
際
に
は

ほ
か
の
避
難
所
を
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。 （

赤
磐
市
教
育
委
員
会
） 

7 広報あかいわ（平成19年1月号） 

▼緊迫した
様子の実施

本部 



   

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人

　
の
申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

■
第
十
五
回
全
国
小
学
生
バ
ド
ミ    

　
ン
ト
ン
選
手
権
大
会（
大
分
県
） 

◇
山
陽
小
学
校
四
年
生 

　
中
永
大
輝（
五
日
市
） 

        

■
全
日
本
綱
引
選
手
権 

　
軽
量
級
大
会（
石
川
県
） 

◇
赤
磐
フ
レ
ン
ズ 

               

   

開
催
日
　
十
一
月
五
日（
日
） 

開
催
場
所
　
赤
坂
レ
イ
ク
サ
イ
ド 

　
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

参
加
者
数
　
七
十
九
人（
三
回
行
わ

　
れ
た
予
選
通
過
者
） 

　
※
予
選
参
加
者
二
百
人 

【
Ａ
組
】 

　
¡
優
　
勝
／
小
坂
修
一（
　
　
　
） 

　
¡
準
優
勝
／
藤
本
明
彦

 

　
¡
第
三
位
／
大
村
時
夫

【
Ｂ
組
】 

　
¡
優
　
勝
／
西
岡
正
博（
　
　
　
） 

　
¡
準
優
勝
／
難
波
　
勝

 

　
¡
第
三
位
／
田
中
由
紀
子 

    

　
保
護
者
た
ち
の
熱
い
声
援
を
受
け
、

選
手
た
ち
は
白
熱
し
た
試
合
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。 

開
催
日
　
十
一
月
十
八
日（
土
） 

開
催
場
所
　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園 

　
総
合
体
育
館 

参
加
者
数
　
小
学
生
三
百
七
十
三
人
、

　
四
十
六
チ
ー
ム 

【
小
学
生
一
〜
二
年
生
の
部
】 

　
¡
優
　
勝
／
ド
ラ
ゴ
ン
ダ
ッ
シ
ュ
２ 

　
¡
準
優
勝
／
と
り
ぷ
る
マ
ヨ
ネ
ー
ズ 

　
¡
第
三
位
／
ブ
ル
ー
マ
ス
タ
ー
ズ 

【
小
学
生
三
〜
四
年
生
男
子
・ 

　
　
　
　
　
　
　
男
女
混
合
の
部
】 

　
¡
優
　
勝
／
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ッ
ツ 

　
¡
準
優
勝
／
ア
ロ
フ
ァ
ー
ズ 

　
¡
第
三
位
／
西
小
ス
パ
ー
キ
ン
グ
ネ
オ 

【
小
学
生
三
〜
四
年
生
女
子
の
部
】 

　
¡
優
　
勝
／
山
陽
東
４
年
フ
ァ
イ
ヤ
ー 

　
¡
準
優
勝
／
ビ
ッ
グ
ス
マ
イ
ル 

　
¡
第
三
位
／
キ
ャ
ッ
ヘ
〜 

【
小
学
生
五
〜
六
年
生
男
子
・ 

　
　
　
　
　
　
　
男
女
混
合
の
部
】 

　
¡
優
　
勝
／
タ
イ
マ
ン
ズ 

　
¡
準
優
勝
／
タ
イ
ヨ
ー
ズ 

　
¡
第
三
位
／
Ｔ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｏ
ブ
ー 

【
小
学
生
五
〜
六
年
生
女
子
の
部
】 

　
¡
優
　
勝
／
ホ
ワ
イ
ト
レ
ッ
ド 

　
¡
準
優
勝
／
た
ら
こ
キ
ュ
ー
ピ
ー
ず
☆ 

　
¡
第
三
位
／
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ 

Ｓ
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｅ 

    

開
催
日
　
十
一
月
七
日（
火
） 

開
催
場
所
　
赤
坂
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

　
ふ
れ
あ
い
広
場 

参
加
者
数
　
十
四
チ
ー
ム（
七
十
二
人
） 

　
¡
優
　
勝
／
立
川（
山
陽
） 

　
¡
準
優
勝
／
ス
ズ
ラ
ン（
赤
坂
） 

　
¡
第
三
位
／
小
野
田（
熊
山
） 

     

開
催
日
　
十
一
月
二
十
三
日（
水
・
祝
） 

開
催
場
所 

　
熊
山
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト 

参
加
者
数
　
二
十
組（
四
十
人
） 

【
一
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】 

　
¡
優
　
勝
／
大
上
・
柳
原（
山
陽
Ｔ
Ｃ
） 

　
¡
準
優
勝
／
徳
永
・
有
安（
ベ
ア
ー
ズ
） 

　
¡
第
三
位
／
白
石
・
山
根（
ベ
ア
ー
ズ
） 

　
　
　
　
　
　
国
定
・
岡
野（
フ
ッ
ト
フ
ォ
ル
ト
） 

【
二
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】 

　
¡
優
　
勝
／
福
田
・
柴
野（
ベ
ア
ー
ズ
） 

　
¡
準
優
勝
／
栗
原
雅
・
石
野（
ベ
ア
ー
ズ
） 

【
三
位
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】 

　
¡
優
　
勝
／
栗
原
悠
・
国
末（
ベ
ア
ー
ズ
） 

    

開
催
日
　
十
月
二
十
二
日（
日
） 

開
催
場
所 

　
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館 

参
加
者
数
　
十
二
チ
ー
ム（
百
五
十
人
） 

　
¡
優
　
勝
／
磐
梨
ク
ラ
ブ 

　
¡
準
優
勝
／
と
よ
た
は
ぴ
ね
す 

　
¡
第
三
位
／
ア
カ
イ
ワ 

    

　
初
心
者
の
教
室
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

日
　
時
　
二
月
三
日（
土
） 

　
午
前
六
時
十
五
分
集
合 

場
　
所
　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者（
小

　
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の
こ
と
） 

参
加
費 

　
¡
高
校
生
以
上
　
二
千
五
百
円 

　
¡
中
学
生
以
下
　
二
千
円 

　（
ス
キ
ー
場
で
の
昼
食
・
リ
フ
ト
代
・

　
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
レ
ン
タ
ル

　
料
は
個
人
負
担
・
あ
っ
せ
ん
可
） 

定
　
員
　
四
十
人（
先
着
順
） 

集
合
場
所
　
熊
山
公
民
館 

受
　
付 

　
一
月
十
日（
水
）〜
二
十
四
日（
水
） 

　（
参
加
費
と
共
に
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 

    

　
初
め
て
の
人
も
ど
し
ど
し
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。
初
心
者
講
習
も
あ
り

ま
す
よ
！ 

日
　
時
　
二
月
十
七
日（
土
） 

　
午
前
六
時
三
十
分
集
合 

場
　
所
　
恩
原
高
原
ス
キ
ー
場 

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
者（
小

　
学
三
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
の

　
こ
と
） 

参
加
費 

　
¡
高
校
生
以
上
　
二
千
五
百
円 

　
¡
中
学
生
以
下
　
二
千
円 

　（
ス
キ
ー
場
で
の
昼
食
・
リ
フ
ト
代
・

　
貸
ス
キ
ー
代
は
個
人
負
担
） 

定
　
員
　
七
十
人（
先
着
順
） 

集
合
場
所
　
赤
坂
支
所 

受
　
付
　
一
月
五
日
〜（
電
話
可
） 

問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先 

　
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
内 

　
体
育
協
会
事
務
局 

　
1
０
８
６（
９
５
５
）０
７
３
８ 
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新年は、「一に運動、二に食事、しっかり禁煙、 
最後にクスリ」よい生活習慣は気持ちがいい！ 

シリーズK12

　
エ
イ
ズ
や
ハ
ン
セ
ン
病
な
ど

の
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

ま
だ
正
し
い
知
識
や
情
報
が
普

及
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

こ
う
し
た
感
染
症
な
ど
に
つ
い

て
の
理
解
不
足
か
ら
生
じ
る
人

権
問
題
も
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
、
過
去
に
は
伝
染
病

と
も
遺
伝
病
と
も
い
わ
れ
、
患

者
の
強
制
隔
離
も
行
な
わ
れ
た

ハ
ン
セ
ン
病
は
、
も
と
も
と
伝

染
力
の
弱
い
感
染
症
で
あ
り
、

一
九
四
〇
年
代
に
は
特
効
薬
も

見
つ
か
り
完
治
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
栄
養
状
況
の

改
善
し
た
現
在
で
は
感
染
し
た

と
し
て
も
発
病
に
い
た
る
こ
と

は
極
め
て
ま
れ
で
、
発
病
し
た

と
し
て
も
一
般
の
診
療
機
関
で

治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。 

　
ま
た
、
エ
イ
ズ
の
原
因
で
あ

る
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ

イ
ル
ス
）
も
、
ハ
ン
セ
ン
病
と

同
様
に
感
染
力
は
非
常
に
弱
く
、

正
し
い
理
解
が
あ
れ
ば
日
常
生

活
の
中
で
は
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
医
療
技

術
の
進
歩
に
よ
り
、
感
染
し
た

と
し
て
も
通
常
の
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
感
染

症
に
関
す
る
、
誤
っ
た
認
識
や

偏
見
に
よ
っ
て
、
職
場
で
の
迫

害
、
入
園
や
入
学
の
拒
否
、
医

療
現
場
で
の
差
別
や
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
で
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な

ど
の
問
題
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
、
感
染
症
の
人
に

対
す
る
偏
見
や
差
別
を
解
消
す

る
た
め
に
は
、
正
確
な
医
学
情

報
の
迅
速
な
提
供
と
と
も
に
、

正
し
い
理
解
を
も
っ
て
患
者
や

そ
の
家
族
の
人
権
に
配
慮
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 

人 

権 

コ 

ラ 

ム 

9
 

　
年
末
年
始
は
何
か
と
忙
し
く

生
活
の
リ
ズ
ム
も
乱
れ
が
ち
に

な
り
ま
す
が
、
新
た
な
一
年
の

ス
タ
ー
ト
と
一
緒
に
生
活
習
慣

の
改
善
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

　
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
り
、

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
が
引

き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
は
皆
さ
ん

ご
存
知
と
思
い
ま
す
。
生
活
習

慣
病
と
は
、
生
活
習
慣
を
改
善

す
る
こ
と
に
よ
り
、
病
気
の
発

症
や
進
行
を
予
防
で
き
る
と
い

わ
れ
て
い
る
の
で
、
薬
よ
り
も

ま
ず
生
活
習
慣
の
改
善
が
大
切

に
な
っ
て
く
る
の
で
す
。 

　
そ
し
て
、
食
生
活
も
例
外
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
良
い
例
と
し
て
、

糖
尿
病
の
治
療
食
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
治
療
食
は
病
気
を
治
す

た
め
の
食
事
で
す
が
、
糖
尿
病

食
の
場
合
、
治
療
食
と
い
う
よ

り
は
健
康
の
維
持
増
進
の
た
め

に
最
も
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
内
容
と
い
え
ま
す
。 

　
ま
た
、
最
近
で
は
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
い
う
言
葉

を
よ
く
耳
に
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
は
… 

 

　
へ
そ
周
り
が
男
性
／
八
十
五

　
以
上
、
女
性
／
九
十
　
以
上

に
プ
ラ
ス
し
て 

①
高
血
圧 

　
最
大
血
圧
一
三
〇
以
上
、
最

　
低
血
圧
八
五
以
上
　 

②
高
脂
血
症 

　
中
性
脂
肪
一
五
〇
㎎
／
q
以

　
上
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

　
ル
四
〇
㎎
／
q
未
満
の
い
ず

　
れ
か
ま
た
は
両
方 

③
高
血
糖 

　
空
腹
時
血
糖
一
一
〇
㎎
／
q

　
以
上 

　
の
①
〜
③
の
う
ち
二
つ
以
上

当
て
は
ま
る
状
態
を
指
し
ま
す
。 

 

　
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
の
状
態
が
続
く
と
、
動
脈
硬

化
が
進
み
、
心
筋
梗
塞
、
脳
梗

塞
な
ど
が
発
症
す
る
確
立
が
高

く
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
糖
尿
病
の
場
合
ガ
ン

に
か
か
る
確
率
も
、
そ
う
で
な

い
人
に
比
べ
て
二
割
か
ら
三
割

高
く
な
る
と
い
う
調
査
結
果
も

出
て
い
ま
す
。 

　
新
年
は
、
「
一
に
運
動
、
二

に
食
事
、
し
っ
か
り
禁
煙
、
最

後
に
ク
ス
リ
」
よ
い
生
活
習
慣

は
気
持
ち
が
い
い
！
を
実
践
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

  

セ
ン 

チ 

セ
ン 

チ 
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★熊山公民館　松木623 
★吉井公民館　周匝136-1

★中央公民館　下市337 
★赤坂公民館　町苅田507

◇日　　　時 
◆定　　　員 
◇入 場 料 
 
 
 
 
 
 
◆会場・問い合わせ先 

2月4日（日） 13：30～15：00 
250人 
500円 
中央公民館で入場券をお求めください。
（1月9日（火）から販売します） 
定員になり次第締め切らせていただき
ます。 
※託児を希望される人は、1月26日迄に
　中央公民館へお申し込みください。 
中央公民館 1086-955-0069 
 

◇日　　　時 
◆定　　　員 
◇対　　　象 
◆参　加　費 
◇申 込 期 間  
◆会場・問い合わせ先 

　2月14日はバレンタインデー。大好きな人に心をこめて
チョコクッキーetcをプレゼントしませんか。 

2月4日（日）　9：30～12：00  
20人(先着順) 
小学生以上（※親子で参加大歓迎！） 
300円 
1月5日（金）～1月26日（金） 
熊山公民館 108699-5-1360

　平成19年度の公民館グループ登録説明会を下記の日程
で開催します。 
　「公民館グループ」とは公民館で定期的な学習活動を実
施するグループです。 
　現在登録を受けているグループも、グループとしての登
録が必要です。（登録の継続はできません。） 

★登録できる公民館グループとは 
¡代表者が市内在住者で、グループの半数以上の会員が
　市内在住・在勤・在学者であり、10人以上の実動できるグ
　ループをいいます。 
¡年間を通じて定期的に活動できることが必要です。 

★各公民館の説明会日程 
¡高月公民館…1086-229-9777〔1/27（土） 13：30～15：30〕 
¡山陽公民館…1086-955-9777〔1/27（土） 13：30～15：30〕 
¡吉井公民館…1086-954-1379〔1/30（火） 13：30～15：30〕 
¡西山公民館…1086-955-0777〔2/2（金） 15：00～17：00〕 
¡中央公民館…1086-955-0069〔2/6（火） 13：30～15：30〕 
¡熊山公民館…108699-5-1360〔2/7（水） 13：30～15：30〕 
¡赤坂公民館…1086-957-2211〔2/9（金） 13：30～15：30〕 

★問い合わせ先　中央公民館 1086-955-0069 
 

◇日　　　時 
 
◆場　　　所 
◇定　　　員 
◆対　　　象 
◇参　加　費 
◆申 込 期 間  
◇そ　の　他 
◆問い合わせ先 

　自然大好き人間集まれ。赤磐市内に生息する身近な生
きもの（カモ類）について観察してみよう。 

1月27日（土） 
9：00～11：00（雨天の場合は中止）  
日古木大池周辺 
30人 
な　し 
無　料 
1月5日（金）～1月26日（金） 
双眼鏡をお持ちの人は持参してください。 
熊山公民館 108699-5-1360

●加藤みどりプロフィール 
　新派の女優に憧れ、芸事一般を覚えようと松
竹音楽舞踊学校（SKD松竹歌劇団）に入学。
1959年NHK俳優養成所に移り演技力を磨く。
1960年同期生と「劇団三十人会」を結成。同年
4月テレビドラマ「天使の部屋」で放送デビュー。
多くのＮＨＫテレビ･ラジオドラマに出演する。 
　1969年10月スタートのアニメ「サザエさん」が
大好評を呼び、現在も継続中の長寿番組となる。
そのほか、「魔法使いサリー」のよし子ちゃん、「おそ松くん」のおそ松くん。
また「大改造!!劇的ビフォーアフター」のナレーションも好評を得た。 
　声優としての知名度も高いが、最近は舞台活動や朗読講座などにも力
を入れている。 

◇日　　　時 
◆定　　　員 
◇入 場 料 
 
 
 
 
 
◆会場・問い合わせ先 

2月22日（木） 18：30～20：00 
350人 
500円 
吉井公民館または仁堀出張所で入場券
をお求めください。（1月22日（月）から
販売します） 
定員になり次第締め切らせていただき
ます。 
吉井公民館 1086-954-1379 
 

●三遊亭小遊三プロフィール 
　昭和22年3月2日神奈川県横浜市生まれ。山
梨県大月市出身。明治大学経営学部卒業。大
学では卓球部だったが学園紛争で練習ができず、
新宿・末広へ通っているうちにこの道に入る。在
学中に三遊亭遊三に入門。プロ野球の形態模
写で人気を得る。芸術祭優秀賞、放送演芸大
賞ホープ賞など数々の賞を受賞の実力派。日本
テレビ「笑点」レギュラー。 
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★山陽公民館　山陽1丁目10 
★笹岡公民館　坂辺9

★高月公民館　穂崎848-1 
★西山公民館　西中220-1

日　時 

場　所 

入場料 

◆チケットのお買い求めは（１月２２日～ 発売） 
　中央公民館・赤坂公民館・熊山公民館・ 
　吉井公民館・桜が丘いきいき交流センター 
◆問い合わせ先　中央公民館（1０８６-９５５-００６９） 

UU

UU VV

V

●モーツアルト：アイネ・クライネ・ナハトムジーク 
●バッハ：ブランデンブルク協奏曲　第５番 
●チャイコフスキー：弦楽セレナーデ 

プログラム 

　公民館グループ、各種団体、小中学生、一般個人の人たちが日ごろの学習の成果を披露。 
　歌や踊りなどの舞台発表、また、丹精こめた作品が多数展示され大勢の来場者でにぎわいました。 

中央公民館まつり 
１１月２５日（土）、２６日（日） 

赤坂公民館まつり 
１１月１８日（土）、１９日（日） 

吉井公民館まつり 
１０月２８日（土）、２９日（日） 

熊山公民館まつり 
１１月１１日（土）、１２日（日） 

市内各地で公民館まつり 
１年間

の活動
を披露

 

出　演 
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　中央図書館を除く３館では、赤磐市内の図書館で共通に使える新しい利用者カ
ードへの切り替えをしています。 
☆赤坂・熊山・吉井図書館を利用される場合、３館いずれかの古いカードをお持ちください。
　新しいカードと交換します。 
☆住所・連絡先が変わっている人、新たに登録する人は免許証・保険証など身分を証明す
　るものをお持ちになって手続きをしてください。 
★中央図書館では、４月１日の４館統合までは現在の中央図書館利用者カードを使います。 

●日　時／１月６日（土）　午後２時３０分～ 
●場　所／中央図書館 

　だれにもおなじみの絵本を、かるたのように取り合います。何冊とれるか、親子
で参加してみませんか。絵本の読み聞かせもあります。 

中央図書館 

赤坂図書館 

熊山図書館 

吉井図書館 

利用案内 
●開館時間 
　午前１０時～午後６時 
●休 館 日 
　毎週月曜日（熊山は毎
週水曜日）、第３日曜日、
祝日、月末整理日ほか 
（詳しくは、下のカレンダー
をご覧ください） 

全館休館日 

中央・赤坂・吉井図書館休館日 

熊山図書館休館日 

火 水 月 金 土 木 日 

中　央 
図書館 

「カフーを待ちわびて」（宝島社）　●原田マハ／著 
　もし絵馬の言葉が本当なら、私をあなたのお嫁さんにしてくださ
い―。沖縄の小さな島に住む明青のもとに神様が花嫁を連れてきた。
やさしくて、あたたかくて、ちょっぴりせつない恋の話。 
 
「おじいちゃんがおばけになったわけ」（あすなろ書房） 
●キム・フォップス・オーカソン／文　●エヴァ・エリクソン／絵 
　道で倒れて死んじゃったはずのおじいちゃんが、夜になって、エリ
ックのところへやってきました。だけど、なんだかちょっとへん。心に
しみいるデンマークの絵本。 

吉　井 
図書館 

●日　時／１月２０日（土）　午後２時～ 
●場　所／赤坂公民館　こども部屋 
　赤坂まるパンの会による絵本の読み聞かせです。 
　楽しいえほんを読むよ♪みんなきてね☆　 
 
 
 

赤　坂 
図書館 

熊　山 
図書館 

　１１月５日（日）くまやまふれあいセンターで、１０月
２７日から１１月９日までの「読書週間」中に読書の楽
しみを子どもたちに知ってもらおうと熊山図書館フ
ェスティバルが開催されました。 
　吉井地区を拠点に活動されている吉井吹奏楽団
の皆さんによるオープニングコンサートから始まり、
図書館ボランティアによる絵本や紙しばいの読み聞
かせ、手遊び、おはなしグループ「おはなしみっけ！」
の皆さんによる人形劇など盛りだくさんの内容でした。参加した家族連れや子ど
もたちは目を輝かせて楽しんでいました。 

一般書 

児童書 
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二
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十
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日
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に

第
十
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読
会
を
開
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し
ま
す
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永

瀬
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子
の
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書
か
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「
　
に
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」
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い
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「
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味
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ふ
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う
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に
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の

よ
う
な
意
味
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ら
れ
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い
ま
す
。 

　
す
な
わ
ち
、
朗
読
会
「
永
瀬
清
子
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詩
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世
界
」
は
、
こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま

な
企
画
に
よ
り
回
数
も
十
回
を
数
え
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
積
み
重
ね
ら
れ
た
年

月
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
一
方
で
新
し

い
息
吹
を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
会
に
な

る
こ
と
を
願
い
準
備
を
す
す
め
て
い
ま

す
。 

　
皆
さ
ん
の
お
申
込
み
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 （

社
会
教
育
課
　
白
根
直
子
） 

 〈
参
考
文
献
〉「
十
一
月
」『
　
に
つ
い
て
』（
一

九
五
〇
年
七
月
　
千
代
田
書
院
）
／
「
詩
の

ま
わ
り
」『
鵬
程
』
第
九
号
（
一
九
七
八
年

十
月
）
他
 

 

人 hito

【永瀬清子の詩を読む⑪】 

　
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル「
ま
な
び
ピ
ア
岡

山
二
〇
〇
七
」
開
催
に
協
賛
し
朗
読
会
を
開

催
し
ま
す
。 

【
日
　
時
】 

　
二
月
十
八
日（
日
）　
午
後
二
時
〜
四
時 

【
場
　
所
】 

　
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

　（
赤
磐
市
松
木
六
二
一
ノ
一
） 

【
入
場
方
法
】 

　
無
料（
整
理
券
が
必
要
で
す
） 

【
申
込
方
法
】 

　
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の
う

え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い（
一
枚
に
つ
き
一
人
）。

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
よ
り
入
場
整
理

券
を
お
送
り
し
ま
す
。 

※
な
お
、ご
記
入
い
た
だ
い
た
情
報
は
、当
所
で

　
厳
重
に
管
理
し
、当
朗
読
会
の
入
場
通
知

　
に
の
み
使
用
し
ま
す
。 

【
受
付
期
間
】 

　
一
月
二
十
二
日（
月
）ま
で（
当
日
消
印
有
効
） 

【
出
演
内
容
】 

◇
講
演
／
小
田
久
郎（
思
潮
社
代
表
） 

　
朗
読
／
押
阪
　
忍（
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 

◇
「
証
言
・
永
瀬
清
子
」（
ビ
デ
オ
上
映
） 

　
ビ
デ
オ
出
演
／
石
原
　
武（
詩
人
） 

　
解
説
／
e
田
千
尋（
詩
人
） 

◇
「
第
五
回
永
瀬
清
子
賞
」
優
秀
作
品
朗
読 

◇
赤
磐
市
民
に
よ
る
永
瀬
清
子
作
品
の
朗
読

　
と
合
唱 

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】 

　
市
教
育
委
員
会
熊
山
分
室 

　
「
永
瀬
清
子
の
詩
の
世
界
」
係 

　
1
０
８
６
９
９（
５
）１
１
４
８ 



［
医
］＝
休
日
当
番
医
　
◆
＝
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
・
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
　
※
図
書
館
の
休
館
日
は
図
書
館
の
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
 

●
赤
磐
市
成
人
式
　
11：
00～
 

　 （
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
） 

●
消
防
団
初
出
式
　
10：
00～
 

　 （
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
総
合
体
育
館
） 
●
韓
国
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
乳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
合
同
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
幼
児
食
講
習
会
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
ハ
ー
ブ
に
夢
中
　
10：
00～
12：
00 

　（
中
央
公
民
館
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
10：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

●
お
い
し
い
パ
ン
づ
く
り
 

　
9：
00～
13：
00（
高
月
公
民
館
） 

●
え
ほ
ん
読
み
聞
か
せ
会
 

　
14：
00～（

赤
坂
公
民
館
） 

●
幼
稚
園
、小
･中
学
校
第
３
学
期
 

　
始
業
式
 

●
初
日
の
出
イ
ベ
ン
ト
 

　（
熊
山
・
石
蓮
寺
・
竜
天
天
文
台
） 

　〔
情
報
ボ
ッ
ク
ス
参
照
〕 

●
育
児
相
談
 

　
受
付
時
間
9：
45～
10：
30 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
19：
00～
20：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
お
は
な
し
会〔
毎
月
第
２
土
曜
日
〕 

　
14：
00～（

吉
井
図
書
館
） 

●
と
し
ょ
か
ん
わ
く
わ
く
タ
イ
ム
 

　〔
毎
週
土
曜
日
〕 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

●
お
は
な
し
の
お
へ
や
 

　〔
第
２・４
土
曜
日
〕 

　
15：
30～（

熊
山
図
書
館
） 

 ●
ブ
ッ
ク
ん
の
お
は
な
し
か
い
 

　〔
１３・２７

日
も
開
催
〕 

　
15：
00～（

大
苅
田
読
書
公
園
） 

●
親
子
絵
本
か
る
た
大
会
 

　
14：
30～（

中
央
図
書
館
） 

 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

 

●
交
通
安
全
日
 

●
献
血
　
10：
00～
12：
00、13：

00～
16：
00 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
え
ほ
ん
の
じ
か
ん〔
毎
週
水
曜
日
〕 

　
11：
00～（

中
央
図
書
館
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
人
権
・
行
政
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
本
庁
2階
第
1会
議
室
） 

●
心
配
ご
と
相
談
　
13：
00～
15：
00 

　（
吉
井
会
館
） 

●
市
役
所
仕
事
始
め
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］山
陽
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
０８６
-９５５

-７１１１
 

［
医
］熊
山
病
院
 1
０８６９９

-５
-１２５１

 
［
医
］吉
井
医
院
 1
０８６
-９５５

-５５１５
 

［
医
］森
医
院
 1
０８６
-９５７

-２４００
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］片
山
医
院
 1
０８６
-２２９

-２１６６
 

［
医
］吉
田
医
院
 1
０８６
-９５４

-０２０２
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］小
坂
内
科
医
院
 1
０８６
-９５５

-３３４４
 

［
医
］井
上
内
科
 1
０８６
-９５４

-１９０２
 

［
医
］あ
ま
の
耳
鼻
咽
喉
科
医
院
 

　
　

1
０８６
-９５５

-８１９１
 

［
医
］越
宗
医
院
 1
０８６
-９５７

-３０３５
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

［
医
］桜
が
丘
ク
リ
ニ
ッ
ク
 1
０８６
-９５５

-８０２５
 

［
医
］佐
伯
北
診
療
所
 1
０８６
-９５４

-２０３２
 

日
 

月
 

火
 

水
 

木
 

金
 

土
 

Sunday
M

onday
Tuesday

W
ednesday

Thursday
Friday

Saturday

◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
 

41
1

1
8

　
 

71
4

51
2

1
9

181
5

61
3

2
0

291
6

★
１
月
の
税
・
保
険
料
を
　

　
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
 

 ●
国
民
健
康
保
険
税
 

　
…
…
…
…
…
…
…
８
期
 

●
介
護
保
険
料
 

　（
普
通
徴
収
）…
…
８
期
 

１
月
３１
日
ま
で
 

31
0

1
7

元
旦
 

成
人
の
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 



休館日 休館日 

休館日 

●
交
通
安
全
日
 

●
２
歳
６
カ
月
児
歯
科
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
吉
井
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
離
乳
食
講
習
会
　
10：
00～
11：
30 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
自
力
整
体
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
 

　
19：
00～
20：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
無
料
法
律
相
談
　
13：
00～
16：
00 

　（
産
業
会
館
2階
ふ
る
さ
と
交
流
室
） 

●
よ
ろ
ず
相
談
　
10：
00～
12：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
 

　
15：
00～
17：
00（
西
山
公
民
館
） 

●
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
教
室
 

　（
教
育
委
員
会
熊
山
分
室
主
催
） 

●
韓
国
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
さ
わ
や
か
セ
ミ
ナ
ー
 

　
13：
00～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
男
女
共
同
参
画
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
 

　
13：
30～
15：
30（
中
央
公
民
館
） 

●
１
歳
６
カ
月
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
た
ん
ぽ
ぽ
の
会
　
10：
00～
11：
00 

　（
赤
坂
公
民
館
） 

●
ド
キ
ド
キ
講
座
「
自
然
観
察
会
」
 

　
9：
00～
11：
00（
熊
山
公
民
館
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
 

　
13：
30～
15：
30（
高
月
公
民
館
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
 

　
13：
30～
15：
30（
山
陽
公
民
館
） 

●
お
笑
い
赤
坂
亭
定
例
寄
席
 

　
19：
00～
20：
00（
お
笑
い
赤
坂
亭
） 

●
星
空
講
座
無
料
観
望
会
 

　
19：
00～
22：
00（
竜
天
天
文
台
） 

［
医
］う
え
の
内
科
小
児
科
医
院
 

　
　

1
０８６
-９５６

-０５０５
 

［
医
］桜
井
内
科
 1
０８６
-９５７

-３０１２
 

●
韓
国
語
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
 

　
10：
00～
11：
30（
中
央
公
民
館
） 

 

●
３
歳
児
健
診
 

　
受
付
時
間
12：
45～
13：
15 

　（
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
） 

●
公
民
館
グ
ル
ー
プ
登
録
説
明
会
 

　
13：
30～
15：
30（
吉
井
公
民
館
） 

●
熊
山
支
所
育
児
相
談
 

　
10：
00～
11：
00 

　（
熊
山
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
） 

 

［
医
］幸
ケ
峯
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

　
　
 1
０８６
-９５５

-０８１５
 

［
医
］景
山
医
院
 1
０８６９９

-５
-２２９９

 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

◆
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
休
館
日
 

1
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3
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5
6

7
8

9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

月
 火
 水
 

月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 木
 金
 土
 日
 月
 火
 水
 木
 
金
 土
 日
 月
 
火
 水
 
木
 金
 土
 日
 

山陽ふれあい公園 

屋内プール トレーニング 

ルーム トレーニングルーム 

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター 

１０：００
～
１２：００

 

１４：００
～
１６：００

 

１８：３０
～
２０：３０

 

９：００
 

～
１２：００

 

１３：００
 

～
１７：００

 

１８：００
 

～
２１：００

 

９：００
～
２１：００

 

９：００
～
１７：００

 

初
心
者
講
習
 

実
施

日
 

○
 屋
内
プ
ー
ル
一
般
開
放
　
☆
 ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
開
放
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
初
心
者
講
習
修
了
者
に
限
り
ま
す
。

　
初
心
者
講
習
は
★
印
に
行
っ
て
い
ま
す
が
電

　
話
予
約
が
必
要
で
す
。
 

　
受
講
料
４００
円
　
再
受
講
料
３００
円
 

［
利
用
料
金
］ 

●
プ
ー
ル
高
校
生
以
上
…
４００
円
 

　
　
　
　
中
学
生
以
下
…
２００
円
 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
３００
円
 

※
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ご
利
用
は
高
校
生

　
以
上
で
す
。
 

※
プ
ー
ル
は
３
月
末
ま
で
お
休
み
し
ま
す
。
 

［
利
用
料
金
］ 

●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
…
１００
円
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◆
山
陽
郷
土
資
料
館
休
館
日
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山
陽
郷
土
資
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館
休
館
日
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0

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

休館日 

施設整備 

休館日 
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施設整備 

休館日 

休館日 
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休館日 
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休館日 

休館日 

休館日 

1
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2
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16広報あかいわ（平成19年1月号） 

申告の必要な人は、次の点に注意して今から書類の準備をお進めください。 
○土地建物・株式などの譲渡所得のある人、青色申告をされる人、瀬戸税務署から別に案内のあった人などは、下記
　の場所で申告をしてください。 
 
 
 
 
 

○事業所得（営業、農業等）や不動産所得などを申告される人は、必ず「収支内訳書」を事前に作成してください。 

●営業所得・農業所得・不動産所得・一
　時所得・雑所得（公的年金等）などが
　ある場合 

　平成１８年中の各種の所得金額の合計額か
ら、基礎控除その他の所得控除を差し引き、
その金額を基として計算した税額から「配当
控除額」と「定率減税額」を差し引いて残額
のある人 

●給与所得者の場合 

™給与の収入金額が２,０００万円を超える人 
™給与や退職所得以外の所得が２０万円を超
　える人 
™給与を２カ所以上からもらっている人 

……など 

所得税（確定申告） 

申
告
が
必
要
な
人 

●給与所得者は、通常の場合「年末調整」により所得税が精算されますので
　申告の必要はありませんが、次のような人は申告をしなければなりません。 

™給与所得以外に、営業・農業・不動産・一時・雑所得等があって、それらの所得合計
　が２０万円までの人（２０万円を超えると所得税の確定申告が必要となります） 
™年の途中で退職した人や日給で働いている人など、給与・賃金の支払者から市へ給
　与支払報告書の提出がなかった人（収入の額によっては、所得税の確定申告が必要
　となる場合もあります） 

申
告
に
必
要
な
も
の 

●平成１９年１月１日現在、赤磐市に住んでいる人で、確定申告の必要はない
　（所得税はかからない）が、住民税はかかる人 
　【平成１８年中のすべての所得の合計金額が〔２８万円×（控除対象配偶者及び扶養
親族の数＋１）＋１６万８千円〕を超える人※本人のみの場合は２８万円を超える人】 

●国保世帯、介護保険1号被保険者世帯の人（※本ページ最下欄参照） 

◇なお、高齢者で収入が公的年金のみのような場合、その額によっては、便宜上、申告
　に代えて、社会保険庁などから市へ送付される年金資料をもとに課税をさせてい
　ただくことがあります。 

※なお、所得税の確定申告をした人は、あらためて市県民税の申告をする必要はありません。 

★印鑑（シャチハタは不可） 
●申告書が送付されている人は、その申告書 

●給与、雑所得（公的年金や個人の定期年金など）、一時所得（生
　命保険や損害保険の満期など）、配当所得などのある人は、源
　泉徴収票や支払調書の原本（コピー不可） 

●社会保険料控除を受ける人は、国民健康保険税・任意継続の
　社会保険料・介護保険料などの領収書または支払った金額の
　分かるもの。また、国民年金保険料については、保険料を支払
　ったことを証明する書類（社会保険庁から事前に送付される「国
　民年金保険料控除証明書」 または保険料の領収証書） 

●生命保険料控除、損害保険料控除を受ける人は、支払保険料
　の証明書  

●医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、保険など
　で補てんされた金額があればその明細書、寝たきりの人など
　のおむつ使用証明書など（支払った医療費や補てん額につい
　ては、事前に計算しておいてください） 

●寄付金控除を受ける人は、寄付金の受領証など 

●住宅借入金等特別控除を受ける人は、登記簿謄本、売買契約
　書の写し、住民票の写し、増改築等工事証明書、住宅取得資金
　に係る借入金の年末残高等証明書など（住宅借入金等特別控
　除についての詳細・申告相談については、瀬戸税務署へお問
　い合わせください） 
◎税の還付を受ける人は、申告されるご本人の預金口座の分かるもの 

◎国保税・介護保険料にかかる申告について◎ 
　国民健康保険に加入されている世帯、または、介護保険第１号被保険者（６５歳以上の人）のいる世帯に属する人
は、国保税や介護保険料の算定のため、所得の多少にかかわらず申告してください。所得のない人も「所得がな
いということ」を必ず「住民税申告」してください。国民健康保険税は、申告がなければ、税の減額要件に該当する
場合でもその適用を受けられませんので、ご注意ください。 

市県民税（住民税） 

１月２９日（月）～３月１５日（木） 

２月１８日（日）・２月２５日（日） 

９：００～１７：００ 

９：００～１７：００ 
（受付時間 ９：００～１６：００） 

瀬戸町役場３階第１・第２委員会室 
（平成１９年１月２２日から岡山市瀬戸支所になります。） 

ママカリフォーラム２階（岡山コンベンションセンター） 
岡山市駅元町１４-１ 

開　設　日 相　談　時　間 会　　場　　名 

※市の申告相談日程表は「広報あかいわ２月号」に掲載します。 
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☆一時所得・雑所得はありませんか？ 
　◇平成１８年中に満期を迎えたり解約をしたりした生命保険や損害保険などはありませんか？ 
　　これらは「一時所得」に該当しますので、場合によっては申告が必要です。 

　　◎一時所得の金額 ＝ 保険金の支払金額 － 必要経費〈既払込保険料等〉 － 特別控除額５０万円 
　　　※上記で算出した額の１/２が課税の対象となります。 

　◇公的年金等以外に、個人でかけておられる郵便局や農協、生命保険会社等の年金はありませんか？ 
　　これらは「雑所得」として申告の必要な場合があります。郵便局や農協、生命保険会社等から支払いのお知らせ
　　が届いていませんか？  

　　◎雑所得（公的年金等以外）の金額 ＝ 年金の支払金額－必要経費〈年金の支払金額に対応する保険料〉 
 
☆遺族年金や障害年金などは非課税所得です！ 
　　遺族年金や障害年金などは非課税です。所得に算入する必要はありません。 
　　なお、国保加入世帯や６５歳以上の人（介護保険第１号被保険者）のいる世帯で非課税所得のみの人は、前ページ
　記載のとおり「所得がない」ということを必ず「住民税申告」してください。 

○所得税は… ○市県民税は… 
瀬戸税務署 個人課税部門 
〒７０９-０８６１ 赤磐郡瀬戸町瀬戸７０ 
1０８６-９５２-１１５５ 

本庁税務課 市民税係 
〒７０９-０８９８ 赤磐市下市３４４ 
1０８６-９５５-０９５１ 

の「確定申告作成コーナー」を利用して所得
税確定申告書などを作成することができます。 

http://ｗｗｗ.nta.go.jp

　改正についての詳細は、広報あかいわ１２月号といっしょにお配りしたリーフレット「平成１９年からあなた
の所得税・住民税がかわります」をご覧ください！ 

●税源移譲（ぜいげんいじょう） 
　　国が推進している「三位一体改革」の一環として、国（所得税）から地方（住民税）
　への 「税源移譲」が実施されます。 
　　国の税収を減らし、地方の税収を増やして、およそ３兆円の財源を国から地方へ移
　譲するため、住民税の税率が３段階から一律１０％に、所得税の税率が４段階から６段階に、それぞれ改正されます。 

●所得税 
　《定率減税の１/２縮減》 
　　所得税は、これまで、定率減税として税額から２０％（上限２５万円）が控除されていましたが、平成１８年中所得分
　ではこの控除率が１０％（上限１２万５千円）に引き下げられます。（※なお、平成２０年２月～３月に確定申告をする平
　成１９年中所得分からはこの控除が全廃されます） 

●住民税 
　《定率減税の全廃》 
　　住民税では、平成１７年度までは所得割額の１５％（上限４万円）を、平成１８年度は１/２縮減で所得割額の７.５％（上
　限２万円）を、定率減税として控除してきましたが、この定率減税が平成１９年度課税分から全廃されます。 
 
　《老年者非課税措置廃止にともなう経過措置（２年目）の適用》 
　　平成１７年度まで、６５歳以上で前年所得金額が１２５万円以下の人は、住民税が非課税でしたが、この非課税措置
　が平成１８年度から廃止されました。 
　　ただし、平成１７年１月１日に６５歳に達していた人（昭和１５年１月２日以前に生まれた人）で、前年の所得金額が１２５
　万円以下の人には、次のような段階的経過措置があり、今年はその２年目が適用されます。 

　　　　（平成１８年度） １/３を課税 →　（平成１９年度） ２/３を課税　→　（平成２０年度） 全額課税 

問い合わせ先 国税庁ホームページ 



●本庁代表 
　1086-955-1111 
●赤坂支所代表 
　1086-957-2222 
●熊山支所代表 
　108699-5-1211 
●吉井支所代表 
　1086-954-1111
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　市では、４月１日採用予定の臨時保育士、調
理員を次のとおり募集しています。 

【資　　格】保育士資格証保持者 
調理師免許証保持者 

【年　　齢】４０歳まで 

【募集人員】若干名 

【受付期間】１月３１日（水）まで 

【雇用場所】市内の公立保育園 

【雇用期間】４月～（最長１年） 

【問い合わせ・申し込み先】 
　本庁社会福祉課子育て支援係 
　　　　　　　　　　1０８６-９５５-１１１５ 
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　岡山労働局および&２１世紀職業財団
岡山事務所では、４月１日施行の改正男女
雇用機会均等法等に関する説明会・相談
会を下記のとおり開催します。 

◆日程･会場〔３会場とも同じ内容です〕 
　①１月１８日（木） １３:３０～１６:３０ 
　　津山鶴山ホテル〔津山市新町１１４-４〕 
　②１月２２日（月） １３:３０～１６:３０ 
　　岡山第２合同庁舎２階共用会議室 
　　〔岡山市下石井１-４-１〕 
　③２月１日（木） １３:３０～１６:３０ 
　　ウェルサンピア倉敷 
　　〔倉敷市連島町西之浦４１４１〕 
◆申し込み方法 
　１月１１日までに、岡山労働局雇用機会均
等室（1０８６-２２４-７６３９）へ申し込みくだ
さい。 

改正男女雇用機会均等法 
説明会・相談会のご案内 
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１月１０日（水） 
午後１時～４時 

２月２日（金） 
午後１時～４時 

２月２日(金) 
午前１０時～正午 

１月１９日(金) 
午前１０時 
　　～午後３時 

１月１９日(金) 
午後１時～３時 

１月１７日（水） 
午後１時～３時 

１月１０日（水） 
午後１時～３時 

本庁２階 
第１会議室 

山陽産業会館２階 
ふるさと交流室 

熊山保健福祉 
総合センター 

吉井会館 
農事実習室 

【人権】【行政】 

【心配ごと】 

【心配ごと】【人権】 

【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
佐藤弘一 

【心配ごと】【人権】 
【行政】 

【人権】【行政】【年金】 
【身体障害】【知的障害】 
【心配ごと】 

【無料法律】 
岡山弁護士会所属弁護士 
奥田哲也・賀川進太郎 

予約制 

予約制（１人３０分） 
破産・債務整理の 
相談は随時受付 

予約制（１人３０分） 

山
陽
地
域 

熊
山
地
域 

吉
井
地
域 

日　　　時 場　　　所 備　　　考 問い合わせ先 相　談　内　容 

【無料法律】【人権】 
¡本庁市民課 
　人権啓発係 
　1０８６-９５５-１１１４ 
【行政】 
¡本庁生活環境課 
　1０８６-９５５-５３４７ 

¡熊山支所 
　市民生活課 
　1０８６９９-５-１２１４ 
¡社会福祉協議会 
　熊山支所 
　1０８６９９-５-２３３６ 

¡吉井支所 
　市民生活課 
　1０８６-９５４-１１８３ 
¡社会福祉協議会 
　吉井支所 
　1０８６-９５４-２５３３ 
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18年11月中 

17年11月中 

増 減  

18年11月末 

17年11月末 

増 減  

108 

102 

＋6 

1,051 

1,135 

－84

37 

32 

＋5 

330 

354 

－24

1 

1 

0 

5 

4 

＋1

4 

2 

＋2 

39 

34 

＋5

50 

34 

＋16 

418 

460 

－42

71 

70 

＋1 

721 

781 

－60

総件数 区分 
年 

人身 
件数 

死亡 
者数 

重傷 
者数 

軽傷 
者数 

物損 
件数 

●平成18年赤磐市交通事故発生状況（11月） 

【募集団地】 
　s団地名／安岡 
　s住　所／赤磐市坂辺１０５５番地１８ 
　s戸　数／１　　　s規　格／４LDK 
　s家賃月額（入居時）／５０,０００円 
【募集期間】 
　１月１０日（水）～１月２５日（木） 
【申込方法】 
　入居申込書の内容を確認しますので、入
居申し込みは本人または家族の人が、所轄
する赤坂支所へご持参ください。 
※申込多数の場合は抽選となります。 
※入居要件については本庁建設課または
　支所産業建設課へお問い合わせください。 
【問い合わせ・申し込み先】 
　赤坂支所産業建設課 1０８６-９５７-４８２４ 

　固定資産税は毎年1月1日現在に固定資産を所有している
人に課税されます。 
　税務課では、毎年、適正な課税を行うために家屋の新築・増
築や取り壊しを調査し、課税台帳の整備を行っています。 
　家屋の新築・増築があった場合には、仕上がりの材料や状態、
間取りなどの調査のために後日職員がうかがいます。取り壊
しのあった場合には、現地確認を行います。家屋の新築・増築
や取り壊しのある人は、税務課資産税係に連絡してください。
すでに連絡している人や職員が評価にうかがった家屋につい
ては、あらためて連絡の必要はありません。 

■ご連絡いただく内容 
　①家屋所有者の住所、氏名 
　②家屋の所在地、用途（居宅、農舎、車庫、温室など） 
　③新築・増築の場合は、完成予定日または入居開始予定日 
　④取り壊しの場合は、取り壊し予定日 

■連絡先…本庁税務課資産税係　1０８６-９５５-０９５２ 
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　昼間、就労などのため保護者がいない家庭の子どもたちが、安全で充実した放課後を過ごすため、また、
安心して就労できるよう、放課後児童クラブをご活用ください。 
★対　　象：小学校（原則は低学年）児童 
★開所時間・利用料金など、クラブにより異なりますので、詳しくは下記までお問合せください。 

クラブ名 住所・電話番号 問合せ・申込み・その他 

山
陽
郷
土
資
料
館
講
座 

山陽いろは児童センター 
（山陽いろは保育園内） 

城南ふれあいクラブ 
（吉井子育て支援センター内） 

くまっこクラブ 
（桜が丘小学校内） 

仁美ふれあいクラブ 
（仁美保育園内） 

とよたキッズクラブ 
（豊田小学校内） 

こめっこクラブ 
（石相小学校内） 

いわっ子クラブ 
（磐梨小学校内） 

いろは児童センター 
（清風いろは保育園内） 

さくらんぼクラブ 
（あすなろ保育園内） 

桜が丘児童センター 
(桜が丘地域保育センター内)

さんこう児童クラブ 
（さんこう保育園内） 

こくぶんじのびのびクラブ 
（山陽国分寺保育園内） 

サンサンキッズ 
（山陽西小学校内） 

下市４１１ 1０８６-９５５-０３５５ 

周匝１５４９ 1０８６-９５４-０７２１ 

桜が丘東６-７５６-１ 1０８６９９-５-２４７４ 

仁堀中８５５ 1０８６-９５８-２２５５ 

松木５６９ 1０８６９９-５-９９７８ 

町苅田６４ 1０８６-９５７-３５１５ 

沢原５５-１ 1０８６９９-５-３３１３ 

桜が丘西６-１０-２１ 1０８６-９５５-３１３１ 

桜が丘西３-１４-１９ 1０８６-９５５-５６６５ 

桜が丘西８-１５-２ 1０８６-９５５-５１６１ 

西中２２０-１ 1０８６-９５５-３５１７ 

穂崎７８０-１ 1０８６-２２９-２８１１ 

山陽３-１ 1０８６-９５５-４２３３ 

直接クラブへ 

吉井支所健康福祉課 1０８６-９５４-１３７４ 
※城南小学校へ就学の児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月２０日(火)１１時３０分～〔予定〕 

吉井支所健康福祉課 1０８６-９５４-１３７４ 
※仁美小学校へ就学の児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月１６日(金)１６時～〔予定〕 

直接クラブへ 
※石相・軽部・笹岡小への就学児童が対象 

直接クラブへ 
※入所説明会：２月１３日(火)〔予定〕 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

直接クラブへ 

■
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二
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土
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このコーナーでは、 
皆さんからの投稿を 
お待ちしています。 

企画課公聴広報係  1０８６－９５５－２６９２ 
 

絶
へ
し
か
と
思
ひ
し
庭
の
福
寿
草
黄
色
く
咲
け
り
雪
を
か
つ
ぎ
て
 

内
田
千
佳
子
 

門
先
に
眩
し
く
映
え
し
庭
の
松
伐
り
た
る
跡
の
虚
し
い
空
間
 

遠
藤
　
典
子
 

脳
ト
レ
の
漢
字
パ
ズ
ル
に
挑
戦
す
試
行
錯
誤
に
時
は
す
ぎ
ゆ
く
 

遠
藤
　
仁
子
 

米
寿
す
ぎ
わ
が
残
り
生
の
い
く
ば
く
か
な
ほ
歌
詠
ま
む
明
日
を
夢
み
て
 

岡
野
　
花
子
 

青
空
に
真
赤
に
咲
け
る
夾
竹
桃
平
和
祈
り
て
今
年
も
咲
け
り
 

黒
田
　
英
予
 

忘
る
ま
じ
原
爆
投
下
の
あ
り
し
日
を
偲
び
て
歌
う
長
崎
の
鐘
 

小
山
美
穂
子
 

お
だ
や
か
に
年
を
重
ね
し
母
の
ご
と
老
ゆ
る
も
よ
し
と
思
ひ
し
日
あ
り
 

秦
　
　
宏
子
 

初
春
に
初
孫
抱
き
て
談
笑
す
こ
の
幸
せ
は
夢
に
あ
ら
ず
や
 

日
種
　
銘
子
 

山
茶
花
の
白
き
花
び
ら
吹
く
風
に
震
へ
る
如
く
咲
け
り
清
ら
に
 

三
村
み
ち
る
 

健
や
か
に
米
寿
迎
へ
し
義
母
の
た
め
今
年
も
贈
る
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
花
 

三
宅
美
和
子
 

健
や
か
に
新
春
を
迎
へ
し
慶
び
を
子
等
と
集
ひ
て
屠
蘇
を
祝
ひ
ぬ
 

森
戸
み
さ
子
 

す
こ
や
か
な
少
年
の
日
の
思
い
出
を
語
り
あ
ふ
と
き
君
は
明
る
し
 

則
武
　
忠
直
 

●
点
訳
ひ
と
み
の
会 

　
私
た
ち
は
「
広
報
あ
か
い
わ
」の
ほ
か
新
聞
記
事
や
料
理
レ

シ
ピ
な
ど
、ご
希
望
に
応
じ
点
訳
し
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。 

　
赤
磐
市
役
所
、桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
、市
内
各

図
書
館
に
「
広
報
あ
か
い
わ
」
点
字
版
見
本
紙
を
お
い
て
い
ま

す
。
中
央
図
書
館
に
は
私
た
ち
が
作
成
し
た
点
訳
本
も
あ

り
ま
す
。 

　
広
報
そ
の
他
、点
訳
の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
陽
支
所 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）８
８
７
７
　
　 

●
や
ま
び
こ
朗
読
会 

　
私
た
ち
は
目
の
不
自
由
な
人
、高
齢
者
を
対
象
に
活
字
印

刷
物
を
音
読
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

¡
「
広
報
あ
か
い
わ
」
を
声
の
広
報
に 

¡
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
鶴
海
荘（
県
盲
人
ホ
ー
ム
）訪
問 

¡
自
主
制
作
の
テ
ー
プ
づ
く
り 

　
テ
ー
プ
は
中
央
図
書
館
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
音
訳
の

　
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
山
陽
支
所 

　
　
1
０
８
６（
９
５
５
）８
８
７
７  

●
赤
坂
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会 

　
私
た
ち
録
音
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
毎
月
二
回
集
ま
り
「
広
報

あ
か
い
わ
」
を
録
音
し
、目
の
不
自
由
な
人
、高
齢
者
に
少
し

で
も
市
政
の
動
き
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と

テ
ー
プ
を
無
料
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ご
希
望
の
人
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
貸
出
期
間
は
二
週
間
で
す
。 

　
【
問
い
合
わ
せ
先
】 

　
　
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
赤
坂
支
所 

　
　
1
０
８
６（
９
５
７
）２
３
３
４ 

★
十
一
月
十
七
日
（
金
）
、赤
磐
市
特
産
で

　
全
国
シ
ェ
ア
の
九
割
を
誇
る
洋
梨
の
パ
ス
・

　
ク
ラ
サ
ン
の
収
穫
が
始
ま
り
ま
し
た
。
 

　
こ
の
梨
は
高
貴
な
香
り
と
と
ろ
け
る
よ

　
う
な
舌
触
り
が
特
徴
の
洋
梨
で
、お
正

　
月
の
贈
答
用
と
し
て
出
荷
さ
れ
ま
す
。
 

　〔
写
真
〕収
穫
作
業
を
す
る
 

逢
坂
修
二
郎
さ
ん（
由
津
里
） 



熊　山　支　部 

栄養
委員
の 
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ラップおにぎり（2種類） 

 
十
一
月
二
十
八
日（
火
）、熊
山
運
動
公
園
多

目
的
広
場
で
「
第
二
回
赤
磐
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
」
が
行
わ
れ
、

百
十
二
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
土
井
清
さ
ん
が
「
元
気
よ
く
を
合
言
葉
に

プ
レ
ー
し
ま
す
」
と
宣
誓
。
和
気
あ
い
あ
い
と

し
た
雰
囲
気
の
中
、皆
さ
ん
元
気
良
く
プ
レ
ー

し
て
い
ま
し
た
。
 

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

 ¡
優
　
勝
…
大
森
　
泰
生（
山
陽
支
部
） 

¡
準
優
勝
…
浅
島
　
二
郎（
山
陽
支
部
） 

¡
第
三
位
…
赤
松
美
智
子（
熊
山
支
部
） 

【
日
　
時
】
一
月
十
四
日（
日
）午
後
二
時
〜
 

【
場
　
所
】
桜
が
丘
い
き
い
き
交
流
セ
ン
タ
ー
 

【
入
場
料
】
無
料（
善
意
の
募
金
は
全
額
寄
付
） 

【
出
　
演
】
 

¡
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
 

¡
桜
が
丘
中
学
校
吹
奏
楽
部
 

¡
高
陽
中
学
校
吹
奏
楽
部
 

¡
高
陽
中
学
校
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
　
ほ
か
 

【
後
　
援
】
 

¡
赤
磐
市
・
赤
磐
市
教
育
委
員
会
 

¡
赤
磐
市
社
会
福
祉
協
議
会
　
ほ
か
 

【
問
い
合
わ
せ
】
 

　
山
陽
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
 

　
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
 

　
代
表
　
河
田
 

　
1
０
９
０（
３
７
４
６
）３
６
８
５
 

◆材料（４人分） 
　¡ごはん ４０グラム０（各２００グラム ） 
　¡ちりめんじゃこ ２０グラム 　¡水菜 ２０グラム  
　¡チーズ ２８グラム 　¡ゆかり ２グラム  

◆作り方 
　①ちりめんじゃこは、さっと湯どおし、水
　　菜はゆでて、粗くみじん切りにします。
　　チーズは小さめのさいの目切りにしま
　　す。 
　②ちりめんじゃこと水菜、チーズとゆかり
　　をそれぞれごはんに混ぜ、ラップに包
　　んでおにぎりを作ります。 

　意外な組み合わせと思われるかもしれ
ませんが、とってもおいしいです。何かを
混ぜることにより、食もすすみます。ぜひお
試しを！ 
 

●育て！ごはんモリモリ 
　　　　　元気いっぱいっ子♪ 
　１１月６日(月)、桜が丘幼稚園で県栄養士
会東備支部による講習会が開催され、園児
とその保護者が食育について学びました。
「早寝 早起き 朝ごはん」についてのペー
プサート（紙人形劇）を見たり、朝ごはんの
大切さについての話を聞いたり、栄養委員
やボランティアと一緒にラップおにぎりを作っ
たりしました。子どもたちの健康のために、
真剣に話を聞く保護者、おにぎりも作り終
えてお腹をすかして待つ園児、おにぎりと
栄養委員が準備した飛鳥汁をしっかり食べ
る園児の姿など、この食育事業を通してさ
まざまな姿が見え、楽しい時間を過ごすこ
とができました。 

★
平
成
十
八
年
度
文
化
祭
 

　
〜
文
化
芸
術
協
会
員
に
よ
る
発
表
会
〜
 

【
日
　
時
】
 

　
二
月
十
日（
土
）〜
二
月
十
一
日（
日
） 

　
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
 

【
場
　
所
】
 

　
中
央
公
民
館
二
階
大
集
会
室
他
 

【
内
　
容
】
 

¡
発
表
の
部
…
吹
奏
楽
、琴
、三
弦
、大
正
琴
、

　
舞
踊
、楽
器
演
奏
、カ
ラ
オ
ケ
、演
劇
、詩
吟
、

　
民
謡
　
ほ
か
 

¡
展
示
の
部
…
華
道
、絵
画
、表
装
、盆
栽
、

　
木
彫
、編
物
、硬
筆
　
ほ
か
 

 　【
問
い
合
わ
せ
先
】
 

　

　
中
央
公
民
館
内
 

　

　
赤
磐
市
山
陽
文
化
芸
術
協
会
事
務
局
 

　

　
1
０
９
０（
７
９
９
２
）０
２
９
６ 

　

　（
毎
週
月
曜
、火
曜
日
の
午
前
中
） 

 

★
芸
術
鑑
賞
の
集
い
 

　
〜
岡
山
県
神
社
庁
神
楽
部
に
属
す
る
 

　
　
国
の
重
要
無
形
民
族
文
化
財
に
 

　
　
指
定
さ
れ
て
い
る
神
楽
の
舞
い
〜
 

【
日
　
時
】
 

　
二
月
十
日（
土
） 

　
午
後
一
時
〜
三
時
 

【
場
　
所
】
 

　
中
央
公
民
館
二
階
大
集
会
室
 

【
内
　
容
】
 

¡
演
題
…
備
中
神
楽
 

　
　
　
　（
神
光
社
　

神
楽
社
中
） 

¡
演
目
…
猿
田
彦
の
舞
、国
譲
り
の
舞
、 

　
　
　
　
大
蛇
退
治
の
舞
 

【
入
場
整
理
券
】
 

　
大
人
…
五
百
円
／
小
人
…
三
百
円
 

※
整
理
券
の
お
買
い
求
め
は
赤
磐
市
山
陽
文

　
化
芸
術
協
会
事
務
局
ま
で
 

  



１１・１２月のできごと 
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桜
が
丘
幼
稚
園 

　
十
一
月
三
十
日
（
木
）
、
桜
が
丘
幼

稚
園
で
み
ど
り
号
に
よ
る
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
園
児
た
ち
は
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方

や
ダ
ミ
ー
人
形
を
使
っ
た
衝
突
実
験
、

信
号
の
説
明
な
ど
を
真
剣
に
聞
い
て
い

ま
し
た
。 

　
実
際
に
信
号
を
使
っ
て
横
断
歩
道
を

渡
る
練
習
で
は
、
保
護
者
と
一
緒
に
「
み

〜
ぎ
、
ひ
だ
〜
り
、
み
〜
ぎ
」
と
元
気

良
く
手
を
上
げ
て
み
ん
な
上
手
に
渡
っ

て
い
ま
し
た
。 

人
権
啓
発
パ
レ
ー
ド 

赤
磐
市
立
豊
田
小
学
校 

　
十
二
月
五
日
（
火
）
、
人
権
週
間
に
併
せ

て
、
山
陽
い
ろ
は
保
育
園
・
清
風
い
ろ
は
保

育
園
の
園
児
の
鼓
笛
隊
演
奏
に
よ
る
人
権
啓

発
パ
レ
ー
ド
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
岡
山
地
方
法
務
局
か
ら
「
人
権

ま
も
る
く
ん
」
も
参
加
し
て
出
発
式
を
行
い
、

そ
の
後
人
権
擁
護
委
員
や
市
の
職
員
が
園
児

の
鼓
笛
隊
演
奏
に
合
わ
せ
て
プ
ラ
カ
ー
ド
を

持
っ
て
行
進
し
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

人
権
意
識
を
育
て
る
よ
う
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

　
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
、
豊
田
小
学
校
が
赤
磐
警

察
署
長
か
ら
善
行
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

　
豊
田
小
学
校
で
は
、
児
童
会
が
中
心
と
な
っ
て
全
校

に
呼
び
か
け
、
教
職
員
は
も
と
よ
り
家
庭
や
地
域
の
協

力
を
得
て
、
二
十
年
以
上
に
わ
た
り
毎
年
五
月
十
二
日

の
「
看
護
の
日
」
に
、
花
束
や
手
紙
を
持
っ
て
熊
山
病

院
を
訪
れ
、
病
院
関
係
者
へ
の
感
謝
と
激
励
や
入
院
患

者
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
児
童
の
思
い
や
り
の
心
と
豊
か
な
心
づ
く
り
の
た
め

に
永
年
続
け
ら
れ
た
学
校
の
取
り
組
み
が
表
彰
さ
れ
た

も
の
で
す
。 

s
市
役
所
の
前
で
演
奏 

s
「
み
ぎ
、ひ
だ
り
、み
ぎ
」
大
丈
夫
か
な
？ 

s
熊
山
病
院
訪
問 

　
「
い
つ
も
、あ
り
が
と
う
」 

　
代
表
で
表
彰
を
受
け
た 

t
六
年
生
の
み
な
さ
ん 

★知事表彰受賞おめでとう 
　山陽4丁目老人クラブ明朗会が、優良老人クラ
ブ知事表彰を受賞され、11月16日（木）、市長に
受賞報告に来られました。 
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謹
賀
新
年 

　
旧
年
中
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

本
年
も
、役
立
つ
広
報
づ
く
り
に
努
め

ま
す
の
で
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

▼
表
紙
の
話 

　
干
支
の
猪（
い
の
し
し
）を
熊
山
地

域
で
飼
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
聞
き

田
村
さ
ん
宅
を
お
訪
ね
し
ま
し
た
。「
猪

突
猛
進
（
ち
ょ
と
つ
も
う
し
ん
）
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、知
ら
な
い

人
を
見
る
と
、威
嚇
（
い
か
く
）
す
る

か
、う
な
る
と
思
っ
て
い
た
ら
、お
と

な
し
く
て
目
が
優
し
い
猪
で
し
た
。 

　
そ
の
猪
が
子
ど
も
た
ち
と
遊
ん
で

い
る
写
真
が
と
り
た
か
っ
た
の
で
、そ

の
足
で
豊
田
小
学
校
を
訪
ね
た
の
で

す
が
、考
え
て
み
る
と
猪
と
共
演
し

て
事
故
が
あ
っ
て
は
い
け
な
い
の
で
校

内
で
人
文
字
の
撮
影
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
出
来
栄
え
が
よ
く
、猪
ち
ゃ
ん
は

二
ペ
ー
ジ
で
の
登
場
と
な
り
ま
し
た
。

（
え
む
・
テ
ィ
） 
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山
陽
地
域
愛
育
委
員
会
が 

日
本
公
衆
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
賞 

　
十
月
三
十
一
日
（
火
）
、
沖
縄
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
第
十
回
地
域

保
健
全
国
大
会
で
、
山
陽
地
域
愛
育
委
員
会

が
、
日
本
公
衆
衛
生
協
会
長
表
彰
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
昭
和
二
十
八
年
の
発
足
以
来
母

子
、
高
齢
者
、
障
害
者
支
援
な
ど
の
幅
広
い

地
域
で
の
自
主
活
動
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。 

備
前
焼
き
体
験
・
軽
部
小
学
校 

赤
磐
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
研
修
会 

　
十
一
月
十
六
日
（
木
）
、
く
ま
や
ま
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
赤
磐
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員

研
修
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。 

　
研
修
会
で
は
、
「
い
き
い
き
と
し
た
民
児
協

活
動
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
山
本
茂
樹
岡
山
県

社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
部
長
か
ら
「
地
域

づ
く
り
は
、
自
分
の
で
き
る
こ
と
か
ら
自
分
で

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
関
係
機
関
と

手
を
取
り
合
っ
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
ま
し
ょ

う
」
と
い
っ
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
午
後
か
ら
は
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
日

常
の
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
課
題
な
ど
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。 

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
明
日
か
ら
の
活
動
に
元

気
を
も
ら
っ
た
よ
う
だ
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か

れ
ま
し
た
。 

▲愛育委員主催の健康教室の様子 

s
研
修
会
の
様
子 

　
十
一
月
二
十
八
日
（
火
）
、
軽
部
小
学
校
四
年

生
が
総
合
学
習
で
備
前
焼
き
作
り
を
体
験
し
ま
し

た
。
　 

　
指
導
者
は
東
軽
部
の
備
前
焼
き
陶
芸
家
菅
形
基

道
さ
ん
で
、
毎
年
指
導
し
て
い
た
だ
き
今
年
で
十

一
年
目
に
な
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
自
由
に
ろ
く
ろ
を
操
る
菅
形

さ
ん
の
魔
法
の
よ
う
な
指
先
に
歓
声
を
あ
げ
て
い

ま
し
た
。 

　
菅
形
さ
ん
に
は
、
電
動
ろ
く
ろ
体
験
を
す
る
子

ど
も
た
ち
一
人
一
人
の
手
を
と
っ
て
指
導
し
て
い

た
だ
き
、
子
ど
も
た
ち
は
心
に
残
る
す
ば
ら
し
い

作
品
を
作
り
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
窯
に
火
が
入
る
と
、
見
学
に
行
く
予
定
で
、
春

の
焼
き
上
が
り
が
楽
し
み
で
す
。 

▲「こうしたらどうかな」「あっ！できた」 



28広報あかいわ（平成19年1月号） 

の 

           

■
宗
形
神
社
本
殿 

　
　
　（
市
指
定
文
化
財
） 

 

　
宗
形
神
社
は
赤
磐
市
の
北
の
端
、

是
里
の
大
宮
山
に
東
面
し
て
鎮
座

し
て
お
り
、郷
土
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
る
モ
ミ
や
ア
カ
ガ
シ
の
原

生
林
が
つ
く
る
鎮
守
の
森
に
囲
ま

れ
て
い
ま
す
。 

　
そ
の
由
来
は
古
く
、平
安
時
代

初
め
に
作
ら
れ
た
延
喜
式
神
名
帳

に
そ
の
名
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
古
く
は
赤
坂
郡
全
体
と
、北
は

久
米
郡
の
一
部
、七
十
五
カ
村
が

そ
の
氏
子
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、神

社
の
格
式
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま

す
。
明
治
十
四
年
に
は
郷
社
と
な

り
、明
治
十
六
年
に
は
昇
格
し
て

県
社
と
な
り
ま
し
た
。 

　
祭
神
は
素
戔
嗚
尊
が
天
安
川
で

天
照
大
神
尊
と
誓
約
を
行
っ
た
際

に
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
多
紀
理
比

売
命
・
市
寸
島
比
売
命
・
多
岐
都

比
売
命
の
三
女
神
と
、明
治
四
十

三
年
に
合
祀
さ
れ
た
、近
隣
の
村
社
・

郷
社
の
祭
神
十
二
神
が
ま
つ
ら
れ

て
い
ま
す
。 

　
そ
の
本
殿
は
、天
神
山
城
を
居

城
と
し
た
戦
国
武
将
、浦
上
宗
景

に
よ
っ
て
永
禄
四
年（
一
五
六
二
）

に
再
建
さ
れ
、そ
の
後
も
天
正
、元

和
、
正
保
、
正
徳
年
間
に
屋
根
の

改
修
を
、嘉
永
四
年
に
土
台
の
修

理
な
ど
を
行
っ
た
事
が
棟
札
に
か

か
れ
て
い
ま
す
。 

　
檜
皮
葺
き
に
鉄
板
張
り
を
施

し
た
屋
根
を
も
つ
三
間
社
流
造
で

あ
り
、高
欄
付
き
の
廻
縁
が
正
面
・

側
面
を
囲
み
ま
す
。
身
舎
は
内
陣

と
内
々
陣
に
分
け
ら
れ
、内
々
陣

は
こ
れ
が
さ
ら
に
三
区
分
さ
れ
て

お
り
、神
社
建
築
の
歴
史
的
な
特

徴
を
持
っ
た
つ
く
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。 

　
後
年
の
改
築
に
よ
り
屋
根
や
外

壁
、下
部
構
造
に
は
手
が
加
え
ら

れ
て
い
ま
す
が
、彫
刻
の
技
法
な
ど

か
ら
軒
下
の
蟇
股
、手
鋏
、海
老
虹

梁
な
ど
は
、再
建
当
時（
中
世
末
期
）

の
建
築
様
式
を
よ
く
残
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

　
か
つ
て
は
御
対
面
祭
、萩
の
花
祭
、

柴
刺
祭
、稲
屋
な
ど
の
行
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、現
在
は
春
、

秋
、冬
に
祭
礼
が
執
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
の
秋
祭
は
十
月
の

第
三
日
曜（
本
来
の
祭
礼
日
は
十

月
十
六
日
）に
行
わ
れ
、地
域
の
人
々

に
受
け
継
が
れ
て
い
る
獅
子
舞
が

保
存
会
に
よ
っ
て
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。 

（
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
） 

平成19年1月1日 
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し
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め
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む
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ふ
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こ
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し
ば 

さ
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み 

え
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さ
ん
げ
ん
し
ゃ
な
が
れ
づ
く
り 

▲宗形神社本殿 ▲宗形神社の獅子舞 

手鋏 
蟇股 

海老虹梁 

高欄 

廻縁 

手鋏 
蟇股 

海老虹梁 

高欄 

廻縁 

吉井支所 

至 美咲町 

至 

美
作
市 

265

374

484

宗形神社 

い

ち

き

し

ま

ひ

め

の
み
こ
と 

環境に配慮した大豆油インキと再生紙を使用して
作られています。 
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